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宮 ノ 陣 ビ オ ト ー プ 新 聞 

ホ

タ

ル

は

幼

虫

や

卵

も 

光

る

っ

て

ホ

ン

ト

？ 

ホ
タ
ル
の
先
生
に
聴
い
て
み
た 

に
な
ら
な
い
よ
う
、
学
び
と
整
備

を
段
階
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
北
九
州
市
に
は
「
ほ
た
る

館
」
と
い
う
ホ
タ
ル
専
門
の
施
設
が

あ
り
、
そ
こ
で
は
、
市
民
が
人
工

飼
育
を
行
う
「
マ
イ
・
ホ
タ
ル
制

度
」
に
よ
り
一
年
中
ホ
タ
ル
（
ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
）
が
見
ら
れ
ま
す
。
二
〇

十
九
年
五
月
二
十
六
日
（
日
）
に

開
催
し
た
講
座
で
は
、
ほ
た
る
館

の
館
長
の
新
海
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、
公
募
に
よ
る
約
二
十
人
の
市

民
が
ホ
タ
ル
の
生
態
や
人
工
飼
育

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
講
義
の

中
で
は
、
ホ
タ
ル
の
一
生
（
卵→

幼

虫→

さ
な
ぎ→

成
虫
）
の
う
ち
、

光
る
の
は
成
虫
だ
け
で
な
く
、
卵

や
幼
虫
も
光
る
こ
と
が
写
真
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童

は
、
「
卵
が
光
る
と
は
知
ら
な
か
っ

た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
講
義
に
続
い
て
、
実
際

に
ホ
タ
ル
を
人
工
飼
育
す
る
装
置

に
よ
り
、
ホ
タ
ル
の
卵
か
ら
幼
虫
、

蛹
ま
で
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
講
義
を
通
し
て
下
の

図
の
よ
う
に
ホ
タ
ル
が
生
息
し
続

け
る
に
は
、
様
々
な
条
件
が
必
要

だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。 

宮

ノ

陣

と

ホ

タ

ル 

 
宮
ノ
陣
は
、
久
留
米
市
の
北
部
、
そ
の

北
側
に
は
宝
満
川
が
、
南
側
に
は
筑
後

川
が
流
れ
、
田
畑
が
広
が
る
風
光
明

媚
な
地
域
で
す
。
宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ

ト
ー
プ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
か
つ
て
の
風

景
を
取
り
戻
す
の
で
は
な
く
、
市
民
が

生
き
物
や
自
然
に
つ
い
て
、
体
験
し
な

が
ら
学
ぶ
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上

の
図
の
よ
う
に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
、

様
々
な
環
境
と
生
き
物
の
つ
な
が
り
が

必
要
で
す
。
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
態
を

学
び
な
が
ら
、
生
息
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
総
合
的
か
つ
体
験
型

で
取
り
組
め
る
環
境
学
習
の
テ
ー
マ
に

な
る
と
考
え
ま
し
た
。
生
物
の
生
息
空

間
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
生
き
物

の
立
場
に
な
っ
て
、
住
み
よ
い
環
境
の
整

備
を
地
道
に
進
め
て
い
き
ま
す
。 

図 ゲンジホタルの一生 

 

ホタルの人工飼育の装置を前に説明するホタル館の館長（右） 

 

宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で

は
、
こ
れ
ま
で
ホ
タ
ル
に
関
す
る

講
座
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ

の
一
つ
と
し
て
、
「
ホ
タ
ル
を
育
て

る
大
作
戦
！
」
と
題
し
、
ホ
タ
ル

の
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、
人

工
飼
育
の
方
法
を
学
ぶ
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。 

日
本
に
生
息
す
る
メ
ジ
ャ
ー

な
ホ
タ
ル
の
種
類
で
あ
る
ゲ
ン
ジ

ボ
タ
ル
と
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
は
、
生

息
環
境
が
異
な
り
ま
す
。
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
の
幼
虫
は
、
田
ん
ぼ
な
ど

の
止
水
域
に
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

幼
虫
は
川
な
ど
流
水
域
に
生
息

し
ま
す
。
宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト

ー
プ
に
は
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生

息
を
想
定
し
た
水
が
流
れ
る
水

路
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
講

座
で
は
、
ホ
タ
ル
の
生
態
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、
実
際
に
ホ
タ
ル
が
飛

翔
す
る
姿
を
観
察
し
た
り
、
ホ

タ
ル
の
生
息
場
所
を
観
察
し
た

り
、
ホ
タ
ル
の
幼
虫
の
棲
み
処
を

整
備
し
た
り
、
複
数
回
に
渡
り
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
拙
速
に
ホ
タ
ル
の
成
虫

を
放
流
し
、
そ
の
時
は
見
ら
れ
て

も
、
生
息
し
続
け
ら
れ
な
い
こ
と 

 

宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
は
、
池
内
に
生
息
で
き
る
生
き
物
が
く

ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
様
々
な
テ
ー
マ
で
学
習
や
実
践
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
で
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
ホ
タ
ル

の
専
門
家
を
招
い
て
人
工
飼
育
の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

飛翔、発光 

交尾 

産卵 さなぎ 

羽化 

幼虫 

土 

流れる水 

幼虫のエサになるカワニナ 

コケ 

成虫が日中に 
かくれられる木 

草木 草木 

カワニナが引っ付く石や岩 

水面を照らす太陽 

宮ノ陣学びのビオトープのホタル水路 



宮ノ陣ビオトープ新聞                                            宮ノ陣ビオトープ新聞 

二〇一九 

分類 種名 数量 備考 

魚 

ツチフキ 約 30 

2016 年 10 月放流種、準絶滅危惧（福岡
県）、絶滅危惧ⅠB 類（環境省） 
昨年比-約 10 
 
 

モツゴ 約 100 2016 年 10 月放流種、昨年比+約 40 

ミナミメダカ 500 以上 
2016 年 10 月放流種、準絶滅危惧（福岡
県）、絶滅危惧Ⅱ類（環境省）、昨年同等 

底生動物 

ミナミヌマエビ 
数えきれない

くらい多数 

昨年より増加か？ 
 
 
 
 
 

ヤゴ（クロスジギンヤンマ） 約 10  

コガタノゲンゴロウ 約 50 
絶滅危惧Ⅱ類（福岡県）、絶滅危惧Ⅱ類（環
境省） 

ウスイロシマゲンゴロウ 5 準絶滅危惧（福岡県） 

ヒメミズカマキリ 2 
（大分県などでは都道府県別レッドデータ
ブックに掲載されている） 

ヒメガムシ 約 10  

カワニナ 約 30 
2017 年 8 月と 2018 年 8 月の講座で放
流（宮ノ陣の水路で捕獲） 

備考 外来種はオオカナダモ（水草） 

 

昨
年
、
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
た

「コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
」が
生
息

し
続
け
て
い
る
か
を
心
配
し
て
ま

し
た
が
、
心
配
を
よ
そ
に
、
池
に

網
を
入
れ
る
と
そ
の
中
に
は
メ

ダ
カ
や
エ
ビ
に
交
じ
っ
て
コ
ガ
タ
ノ

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
も
入
り
ま
し
た
。
参

加
者
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
池
か
ら
救

出
し
た
生
き
物
を
種
類
ご
と
に

仕
分
け
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
が
網
を
上
げ
る
度
に
参

加
者
か
ら
驚
き
の
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。 

 

【 宮ノ陣学びのビオトープ ご利用案内 】 

住 所 〒839-0805  

久留米市宮ノ陣町八丁島 2225 番  

開園時間 ９:３０～１６:３０ 

休 園 日 毎週水曜日（休日の場合は翌日）、 

12 月 29 日～１月３日 

アクセス 車/国道 322 号沿い、駐車場有り 

電車/西鉄古賀茶屋駅から徒歩約 15 分 

問 合 せ くるめハイトラスト株式会社 

TEL/0942-27-7515 

FAX/0942-27-7491 

至  小郡 

至  久留米市街 

入口 

古賀茶屋駅 

ウスイロシマゲンゴロウ 
 コウチュウ目ゲンゴロウ科の昆虫 

 平野部の植物が豊富な止水域に生息 

 背中は黄褐色で小さく黒い斑点がある 

宮ノ陣ビオトープ新聞 
コ
ガ
タ
ノ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ま
だ
い
た
！ 

昨
年
の
十
二
月
、
池
の
水
質

改
善
と
生
息
す
る
生
き
物
の
調

査
の
た
め
、
初
め
て
「池
干
し
」を

行
い
、
救
出
し
た
池
の
生
き
物
の

中
に
は
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
貴

重
な
生
き
物
も
生
息
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
池
干
し

は
定
期
的
に
行
う
こ
と
で
、
水
質

の
改
善
が
図
れ
、
生
息
す
る
生

物
の
保
全
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
申
し
込
み

開
始
日
か
ら
数
日
余
り
で
定
員

が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
人
気
で
、

当
日
が
晴
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
し
た
。
幸
い
当
日
は
晴
天

で
気
温
も
あ
ま
り
寒
く
な
い
状

況
で
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
や

か
な
活
動
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「宮ノ陣ビオトープ」に生育する木

や草、生息する魚、昆虫、鳥や

季節の情報をお伝えします。 

第 7 回は、「ウスイロシマゲンゴロ

ウ」です。 

 

宮ノ陣 

学びの 

ビオトープ 

生き物 

図 鑑 

スタッフによる生き物救出（手前）と参加者による仕分け（奥） 

 体長は 10～11mm 

 幼虫は生きた獲物の捕食する 

 成熟した幼虫は上陸して蛹（さな

ぎ）になる 

 成虫も肉食 

 成虫は主に夜間に飛行して移動

する 

生き物を種類ごとに 
仕分けする参加者 

表 池干しで確認した主な生物 

「
池

干

し

大

作

戦

」
昨

年

に

続

い

て

実

施 

 

宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト
ー
プ
に
お
い
て
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日

（
日
）
、
池
の
水
質
改
善
と
生
息
す
る
生
き
物
の
調
査
の
た
め
、
「
池
干

し
」
を
昨
年
に
続
い
て
行
い
ま
し
た
。
確
認
し
た
生
き
物
の
種
類
と
数
量

は
、
は
昨
年
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

池

干

し

講

座

の

概

要 

 

タ
イ
ト
ル 

宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ

ト
ー
プ
市
民
講
座
「
池
干
し
大
作

戦
二
〇
一
九
冬
」 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル 

 

池
の
生
き
物
が

楽
し
く
く
ら
せ
る
た
め
の
大
掃
除 

趣
旨 

 

親
子
を
対
象
に
、
宮
ノ
陣

学
び
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
魚
や
底
生

動
物
な
ど
水
辺
の
生
き
物
が
生
息

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境

整
備
（池
干
し
）を
行
う
も
の 

日
に
ち 

 

二
〇
一
九
年
十
二
月

一
日
（日
）晴 

時
間 

 

十
三
時
三
十
分
～
十
五

時
四
十
分 

会
場 

 

宮
ノ
陣
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
（久
留
米
市
宮
ノ
陣
八
丁
島
） 

［
講
話
］
環
境
交
流
プ
ラ
ザ 

大
会

議
室 

［
活
動
］
宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ
ト
ー

プ 内
容 

 

一
．
宮
ノ
陣
学
び
の
ビ
オ

ト
ー
プ
の
水
抜
き
し
た
池
か
ら
魚

や
底
生
動
物
を
救
出 

二
．
救
出
し
た
生
き
物
の
観
察
と

解
説 

三
．
救
出
し
た
生
き
物
を
仮
設
の 

生
息
エ
リ
ア
に
放
流 

対
象 

 

小
学
一
年
生
～
六
年

生
と
保
護
者
（
未
就
学
児
の
兄

弟
姉
妹
の
参
加
は
可
） 

参
加 

 

先
着
十
四
組 

四
十
三

名
（
大
人
十
八
名
、
子
ど
も
二
十

五
名
） 

費
用 

 
 

無
料 

主
催 

 

く
る
め
ハ
イ
ト
ラ
ス
ト

株
式
会
社 

後
援 

 

久
留
米
市 

1 センチくらい 


	宮ノ陣ビオ新聞7-1
	宮ノ陣ビオ新聞7-2

